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子どもの権利を実現するために
エファジャパン年次報告書2008
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2008年度活動ハイライト

・・・海外事業・・・
・ベトナム・ハイフォン市児童福祉サービス関連職員研修事業実施　
　ハイフォン市内で、保護を必要とする子どもに関わる職員のための研修事業を実施。

・ラオス国立大学中央図書館長招聘研修実施
　ラオス国立大学中央図書館長で、ラオス図書館協会の副会長であるチャンシー氏を滋賀県に招聘し、図書館
視察・研修を実施。

・ビルマ（ミャンマー）サイクロン、中国四川地震　緊急支援実施
　2008 年５月に発生したミャンマーのサイクロンおよび中国の四川地震の被災者を支援するため、募金によ
り集まった約 4,350 万円を緊急支援事業へ。
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　2008 年 4 月、エファジャパンは団体のミッショ
ンを策定しました。「ミッション（mission）」とは、
近年、非営利団体や企業により組織の「使命」や「信

念」、「活動指針」といった意味で使われるようになった言葉で、エファジャパンでは「活
動の拠りどころとなるもの」として掲げています。
　子どもの権利とは、子どもが生まれながらにして持っている、子どもの健全な成長と発
達に不可欠な基本的人権です。『子どもの権利条約』※ では大きく 4 つに分類され、保障
されなければならない権利として規定されています。その４つとは、「生きる権利（健康、
医療、十分な栄養など）」「発達する権利（教育、遊び、情報へのアクセスなど）」「保護さ
れる権利（差別・虐待・搾取からの保護など）」「参加する権利（意見表明、集会の自由な
ど）」。この 4 つの権利はどれも相互に深く関連していますが、エファジャパンの事業にあ
てはめて考えてみると、ベトナム事業は子どもの保護される権利を、ラオス事業は発達す
る権利・参加する権利を、カンボジア事業は発達する権利を主に実現するための活動であ
ると言えます。
　2008 年度を終え、2009 年度はエファジャパンの設立 5 周年、エファジャパンを設立
した自治労がその活動の基礎となる「アジア子どもの家事業」を開始してから 15 年目と
なる年を迎えます。みなさまのご支援を賜りこれまで多くの子ども達の日常に安心と成長
を確保し、未来へ続く道筋を照らす手伝いができましたことを深く感謝申し上げると共に、
未だ保障されているとは言いがたい大勢の子ども達の権利を実現していくため、今後もみ
なさまのご理解とご協力、そしてご尽力を賜りますよう、なにとぞよろしくお願い申し上
げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人エファジャパン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　イーデス　ハンソン

ご挨拶

エファジャパンの組織

支援者

・エファパートナー
・一般寄付者（個人）
・一般寄付者（団体）
・事業指定寄付者（個人）
　（カンボジア・緊急人道支援・ようちえん募金）
・事業指定寄付者（団体）
　（ベトナム・ラオス・カンボジア・緊急人道支援、他）
・ボランティア
　（事務局ボランティア・イベントボランティア、他）

会　員
正 会 員 …202 人　　　　
シニア会員…17 人　
賛助会員個人…57 人
賛助会員団体…37 団体

総会
（正会員で構成）

2009 年３月 31日　時点

理事会
理事長　　イーデス・ハンソン
副理事長　岡部　謙治
理事　　　井ノ口　登
理事　　　大島　芳雄
理事　　　金田　文夫
理事　　　玉井　一匡
理事　　　吉川　健治
監事　　　新開　忠孝

事務局
事務局長　　大島　芳雄
海外事業　　高山　淳子
国内事業　　五十嵐　香織
広報　　　　宮原　朝香
ラオス駐在　中村　いずみ

＜エファジャパンのミッション＞
　エファジャパンは：

　すべての子どもが
　生きる力を存分に発揮できる社会をめざし
　子どもの権利を実現するために活動します

※『子どもの権利条約』（正式名称：「児童の権利に関する条約」）
子ども（18歳未満）の基本的人権を国際的に保障するために定められた条約で、1989 年の第 44回国連総会で採択され、1990 年に発効。
日本は 1994年に批准。現在締結国・地域の数は 193。未締結（署名したが批准していない）国はアメリカとソマリアの 2カ国。

・・・国内事業・・・
・エファジャパン　ミッション策定　　
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ベトナム  Viet Nam　
ベトナム概況

　住民の生活や支援活動に大きな障害となっている近年の物価高騰。最近は徐々に安定してき
たものの結果的に物価は下がることなく困難な状況が続いています。子ども達の健康な生活や
社会参加を支えるため、現地関係者との協力体制を強化して支援を継続する必要があります。

　ハイフォン市において、本年より児童福祉サービスの所管がハイフォン市労働者傷病兵社会
福祉局へほぼ集約されました。当局と協議を続け、市全体の児童福祉サービスの充実のための
支援へ活動を広げていきます。

・支援が必要な背景

・支援の目標、目的

■子どもの家概況
　エファジャパンのハイフォン市における支援事業は、
同市児童保護基金をカウンターパートとして進めていま
す。近年ベトナムでは政府機関の統合や改革が進み、児
童保護基金はハイフォン市労働者傷病兵社会福祉局に統
合されました。ここは従前より児童福祉だけでなく様々
な社会福祉サービスを担当している大きな機関です。児
童保護基金がこの管轄下になることにより、支援事業が
より広がりを持って発展していくことが期待されます。

　ベトナム子どもの家は
1995 年にハイフォン市
レチャン区に自治労の支
援により創立され、2004
年のエファジャパン設立
と当時に事業を引き継ぎ
発展させてきました。子

どもの家は様々な問題によって親と暮らせない子ども約
10 名を保護し学校へ通わせるだけでなく、識字教室、
職業訓練教室ほか様々な課外活動を無料で行ない、近隣
の多くの貧困家庭の子どもも参加しています。

■支援事業
　｢ 子どもの生活状況改善支援事業 ｣（支援団体：自治
労鳥取県本部）は開始から 3 年近く経ち、事業の終了

が近づいています。この事業は後述のホンバン愛の家も
対象とし、両施設に保護されている子ども達が支援を受
けてきました。財政難や物価上昇に影響を受けることな
く、子ども達に安定した衣食住環境を提供するため、主
に子ども達の食費を中心とした日常生活支援、困難を抱
えた子ども達の肉体的・精神的成長のための文化活動支
援の２つを目的にしています。支援開始後は食費が約２
倍になり、様々な活動や交流に参加する機会が増え、子
どもたちは目に見えて大きく成長しました。開始以来著
しく高騰する物価に対し、職員は様々な工夫をして支援
金を十分に活用することで乗り越えてきました。事業終
了は次年度の 4 月末ですので、終了時評価と合わせて
事業の成果と今後の方向性を協議をする予定です。
　「子どもの家職員処遇改善支援事業」（支援団体：自治
労栃木県本部）も開始から 3 年近くが経ち、事業は順
調に進んでいます。この支援により職員たちは適切な給
与を得ることができ、急な離職が減り雇用の継続が可能
になりました。その結果、質の安定した授業が提供され
子ども達にとってより良い環境となり、職員達の意識が
変わり更に熱心な指導がされるようになったと感じま
す。但し、物価の上昇にともない給与も上昇傾向にある
ため、これについては今後の課題として、児童保護基金
との協議やエファグッズの売上金の活用の検討などを通
して取り組んでいきたいと思います。

ベトナム子どもの家支援事業
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■支援事業
　「子どもの生活状況改善支援事業」（支援団体：自治労
鳥取県本部）が子どもの家とともに開始されましたが、
上述の理由からほぼ１年間活動が中断され、その間の支
援金はエファジャパンが管理しています。事業が終了す
る 2009 年 4 月には、終了時評価と合わせて事業の成
果と支援金の使途について協議をする予定です。

　支援開始当初はアルバイトをして運営資金を補ってい
た就労児童もいましたが、支援開始後は一切なくなり学
校へ通う子どもが増え、また栄養も改善され、子ども達
を取り巻く環境が一変しました。家庭の状況が安定し家
族の元に戻った子ども、大学進学をした子ども、就職し
自立した子どもなど、この約 3 年間の支援を通して子
ども達は心身ともに成長し元気に巣立っていきました。

　1999 年より自治労栃木県本部が計 500 万円をハイ
フォン市に委託し、その利子を運用して奨学金事業を開
始しました。奨学金基金はハイフォン市児童保護基金が
管理し、年に 1 回奨学金授与式を実施しています。本
年は 5 月末に行なわれ、例年通りハイフォン市の様々
な児童保護施設に保護されている約 70 人の子ども達に

奨学金が授与され、一部は緊急治療の必要な子どもの医
療費に当てられました。奨学金の予算はその年の銀行金
利によって左右されるので、少々不安定な情勢です。し
かし、本事業開始以降下降傾向だった金利がこのところ
上昇傾向にあるため、次年度に見込まれている奨学金の
予算は例年より多くなる予定です。　

　自治労佐賀県本部よりいただいた寄付金で、ハイフォ
ン市の 2 つの障がい児教室の活動支援を行ないました。
もともとこれらの教室では、人民委員会の一室を利用し
て人民委員会の職員が近隣の障がい児に読み書きや遊び
の指導をしていました。従って毎日開かれているわけで
なく活動内容も不十分でした。そこで、主に音楽と体育
の備品を寄贈し活動を広げ、音楽に関しては小学校の音
楽の先生を講師に迎え担当職員が指導を受けました。ま
た、制服や衛生用品の配布も行ないました。この支援に

よって、障がい児の表情がずっと明るくなり、驚くほど
自主性が芽生え積極的に活動に参加するようになりまし

た。エファジャパンは
将来的に障がい児支援
も視野に入れているた
め、これをきっかけに
様々な障がい児支援の
可能性を探っていく予
定です。

アジア子どもの家奨学金基金

ハイフォン市障がい児教室活動支援

　都市開発が進み様々な変貌を遂げているハイフォン市ですが、それにともない児童福祉
サービスも大きく向上しているというわけではありません。支援している児童保護施設の状
況改善とともに、子どもに関わる様々な人たちの能力向上研修支援、障がい児の支援など、
今後も調査や協議を通してハイフォン市全体の児童福祉サービスに協力していきます。

ベトナム事業の今後

ホンバン愛の家支援事業
■ホンバン愛の家概況
　1999 年にハイフォン市ホンバン区に設立されたホン
バン愛の家は、子どもの家と同様に様々な困難を抱えた
子ども達を保護し学校へ通わせ、あたたかく見守ってき
ました。しかし、継続した支援がほとんどなく慢性的な
財政難を抱えていました。2006 年、エファジャパンは
ホンバン愛の家の状況を確認し、子どもの家とともに子
どもの生活状況改善支援事業を開始し、子ども達を取り
巻く環境を大きく向上させてきました。

　ホンバン区も政府機関の統合により、これまで管轄し
ていたホンバン区人口家族子ども委員会が廃止されホン
バン区労働者傷病兵社会福祉局の管轄になりました。建
物の敷地が都市開発の対象地域となったことにより移転
を余儀なくされ、また多くの子ども達の家庭が受け入れ
可能な状態になり家庭に戻ることができたことから、5
月より活動を一時中断しています。最終的に行き先が決
まらなかった子どもは年齢が高かったため職業訓練を通
して就職し、自立生活への第一歩を踏み出しました。

ハイフォン市児童保護関連職員能力向上研修支援
　昨年 3 月に開始したハイフォン市児童福祉職員能力
向上研修支援事業（支援団体　自治労長野県本部）の開
始から 1 年経ち、順調に初年度の活動を終了しました。

児童福祉サービスを充
実させるため職員等の
能力向上研修を支援し
てほしいという現地の
要請に基づきエファ
ジャパンが調査し、必
要性が高いと判断して

の支援開始でした。子ども担当の行政職員の研修、障が
い児を持つ家族のリハビリ研修、子ども達へのライフス
キル研修、児童保護施設職員の研修など合計 6 回行な
いました。
　全ての研修を視察したところ、それぞれ専門講師が
熱心に指導しており、活発な意見交換も飛び交うなど、
非常に良い研修であったと感じました。最終的には、職
員の能力向上を通して一番の受益者であるべき子ども達
を取り巻く環境がどのように改善されたかを評価し、子
どもの権利促進の視点から進めていきたいと思います。
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カンボジア  Cambodia　
カンボジア概況

　ポル・ポト政権の恐怖政治によって、社会システムが崩壊したこの国は、人材の養成が急務
です。しかしながら、偏った経済成長により貧富の格差が広がり、貧しさ故に教育を受けるこ
とができない子ども達が大勢存在します。

　ポル・ポト政権時代の知識階級の虐殺や、その後の内戦による教育分野の遅れから、就学率
や識字率が低く、また教育の質も高いとは言えません。より多くの子ども達に教育の機会を提
供し、また教育の質の向上をめざします。

・支援が必要な背景

・支援の目標、目的

■子どもの家概況
　1997 年に、自治労の支援によって首都プノンペンに
国立幼稚園教師養成学校および付属幼稚園として設立さ
れました。養成学校は２年制で、2008 年度からは１年
生が 200 人、２年生が 100 人学んでいます。訓練生の
実習の場でもある幼稚園には約 100 人の幼児が通園し
ています。教育者と子どもの双方を育成する施設として、
カンボジアの幼児教育に大きく貢献しています。

　また、スラムの子どもにとっては幼稚園での朝・昼・
おやつの給食や定期的な健康診断も健やかな体の成長に
大きな役割を果たしており、夕方までの保育は両親が共
働きか片親家庭であることが多い彼らの安全にも配慮し
ています。

■奨学金事業
　自治労和歌山県本部の支援により、子どもの家近隣の
スラムから 30 人の子ども達が奨学金を受けて、子ども
の家で学ぶことができました。幼児期は、生涯にわたる
人間形成の基礎が培われる最も大切な時期です。豊かな
感性を養い、就学後の学習意欲や学習態度の基礎となる
好奇心や探究心を身につけるために、幼児教育は重要で
す。また幼児教育は、初等教育への就学率の向上、退学
率の減少、卒業率の向上に効果があります。スラムの子
どもが幼稚園に通園することで、より多くの子どもが小
学校に入学し、児童労働から解放され、保護者も安心し
て仕事に専念できる環境をつくります。

　また、地方出身の貧しい訓練生 15 人にも、生活費と
して奨学金を支給しました。実習で作成する教材の材料
費や、教育実習で他の幼稚園に行くための交通費の自己
負担に苦労したそうですが、全員卒業を果たし、出身県
に戻って幼稚園教師として働きます。

　2008 年秋の新学期からは、園児 30 人と訓練生 25
人に月 25 ドルの奨学金を支給しています。

カンボジア子どもの家奨学金事業

　エファジャパン、自治労関東甲地区連絡協議会、幼い
難民を考える会の 3 者の共同事業として、カンダール
州での公立幼稚園の保育研修と保育教材普及事業を実施
しました。2008 年度からは、ラタナキリ州でもワーク

ショップを実施しました。
　また、2009 年 2 月には、自治労関東甲地区連絡協議
会からの派遣メンバーが現地ツアーを実施し、支援事業
の評価を行ないました。

公立幼稚園保育研修及び保育教材普及支援事業
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　子どもの家奨学金事業は広く募金を募り、園児 30 人と訓練生 20 人への奨学金を継続し
ます。また、幼児教育の質を向上させるため、専門家（保育士）を派遣します。
　カンボジア政府も力を入れている「万人のための教育」実現のため、スラムにおけるノン
フォーマル教育をカンボジアの NGO、SCADP と共に推進します。さらに、SCADP の人
材養成を支援します。

カンボジア事業の今後

■スラム概況
　2005 年で 700
カ所と言われた、
プノンペン市内の
ス ラ ム。 人 々 は
日々の生活に追わ
れ、子どもに教育
を受けさせる余裕
もなく、子ども達
も働かなければなりません。また、拡大するプノンペン
の街は、スラムの人々を更に周辺へと追いやっています。
貧困、児童労働、犯罪、強制移住など、様々な問題が存
在します。

■ＳＣＡＤＰ
　 カ ン ボ ジ ア の NGO、SCADP（Street Children 
Assistance and Development Programme 「 ス ト
リートチルドレンの支援と育成事業」）は、1992 年に
創設者のイム・ソカリィ女史がプノンペンでひとりのス
トリートチルドレンと出会い、その子にノートと鉛筆を
あげて読み書きを教え始めたことから活動が始まりまし
た。その後、1998 年に内務省から正式に非営利活動団
体として認可を受けました。活動の中心は教育事業で、
現在では、プノンペン市と地方５県で 11,000 人近い子
ども達に教育の機会を提供しています。

■寺子屋教室
　SCADP と連携して、プノンペン市内のスラム３カ所
で寺子屋教室を開設、6 歳から 15 歳くらいまでの子ど
もが合計 200 人登録されました。教室になる部屋を借

り、先生を雇い、子ども達には教材、文具、制服を支給
しました。授業では、読み書き、計算、道徳などを学び
ます。途中、スラム１カ所が撤去されたため、教室も閉
鎖され、残った資金で郊外の別の寺子屋を支援しました。
学力テストを定期的に行い、その結果で公立小学校へ編
入可能かどうか判定されます。2007 年 10 月からの１
年目は、200 人の子どものうち 83％が編入資格を得る
ことができました。しかし、単年度の支援しか約束しな
かったため、公立小学校に編入した子どもの追跡調査が
されていなかったり、寺子屋教室の先生も進学や転職で
辞めてしまいました。
　2008 年 10 月 か
ら始まった２年目の
支援では、新規に教
室を開設するのでは
なく、以前からあっ
た教室３カ所への支
援を決め、200 人の
スラムの子どもが登
録されました。同時
に、先生の人件費を
３年間継続支援する
ことも約束していま
す。複数年の支援を
予定することで、先
生 の 育 成 や 生 徒 の
フォローアップを充
実していきたいと考
えています。

スラム内ノンフォーマル教育（寺子屋教室）運営支援
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ラオス  Laos　
ラオス概況

　ラオスには図書館が少ないだけでなく、図書室等が全く存在しない学校も多数あり、子ども
達が本に触れる機会が非常に少ない状況です。また、学校で美術・体育・音楽といった情操教
育が行われることがほとんど無いため、学校外でそのような教育を実施する施設が必要です。

　ヴィエンチャン市立図書館・多目的ホールがラオスのモデル図書館となるよう充実させると
同時に、地方では小さな図書室又は図書コーナーを作り、子ども達が本に接し、心豊かに育っ
ていく支援をします。また、情操教育の場として子ども文化センターを支援します。

・支援が必要な背景

・支援の目標、目的

■図書館概況
　首都に国立図書館以外の図書館が存在しないこと、ま
た国立図書館は設立から既に 50 年経ち、建物が非常に
古く、子ども達に魅力的な図書館でないことから、自治
労 3 県本部（東京都・愛知県・北海道）の支援により
2006 年に首都ヴィエンチャンに市立図書館を建て、今年
で 3 年目になります。エファジャパンは 2007 年 4 月
よりラオスに駐在員を置いて運営支援を行なっています
が、蔵書の増加・職員の能力強化、設備の増強など、ま
だまだ足りない部分が多くあります。

■支援事業
　ヴィエンチャン市立図書館・多目的ホールでは月々の
運営費、職員の超過勤務代・通勤手当、蔵書の増加・ホー
ル設備拡充・ホールでの活動などの支援を続けています。
　また、職員をベトナムやラオス国内での研修に送り出
して能力強化を図っています。
　ヴィエンチャン市立図書館は月曜〜金曜：9 時〜 18 時、

土曜：9 時〜 16 時に開館しており、仕事や学校帰りの
人々も利用出来る利便性の高い図書館です。現在でも 
1 日平均 300 人がこの図書館を利用しており、その
80％は大学生以下の子どもが占めています。

■ラオス国立大学図書館長研修事業
　3 月に国立大学中央図
書館長でラオス図書館協
会副会長のチャンシー氏
を自治労滋賀県本部のご
支援で日本へ招聘し、公
共図書館の視察・研修を
行ないました。

　ラオスへ帰国後、日本での経験を共有するためにヴィ
エンチャン市立図書館職員へ研修を実施しました。
　日本図書館協会など図書館関係者との関係が構築さ
れ、今後の関係強化が期待されます。

ヴィエンチャン市立図書館事業

■子ども文化センター概況
　1996 年に「アジア子どもの家プロジェクト」の１つ
として、首都ヴィエンチャンに設立された「ラオス子ど
もの家」は、その後、子ども文化センター（CCC）と
して各県に拡大してきました。その重要性を認識したラ
オス政府は 2010 年までに全 17 県に CCC を創るとい
う目標を立て、現在ラオス 17 県中 16 県にまで拡がっ
ています。しかし、財政難で子ども達に魅力的な活動が
出来ていない CCC が多くあります。

■支援事業
　2001 年から 8 年間継続されてきたルアンパバン
CCC への支援（支援団体：自治労佐賀県本部）は
2008 年 12 月で終了しました。今後も郡の CCC 支援
などを考慮しています。

　2008 年 1 月より開始し
た南部のカムワン県、北部
のシェンクワン県の CCC
支援（支援団体：自治労大
分県本部）は 2 年目になり
ました。
　今年度は、ジュニアリー
ダー（10 代の子どもボランティア）育成研修を両 CCC
で実施しました。また、CCC 外への郡内出張活動（距
離が遠くて CCC へ通えない子ども達にも活動に参加す
る機会を与える）、職員の能力強化研修、子ども達の活
動用具などの支援を行ないました。
　2008 年 12 月にはエファジャパンに関わる全 CCC
をヴィエンチャンに招待して、研修・意見交換会を実施
しました。

地方子ども文化センター支援事業

　ヴィエンチャン市立図書館をラオスのモデル図書館とするべく、管理運営能力強化・設備
拡充の継続、および地方でのコミュニティ図書館・図書室の支援が必要です。地方の CCC
への支援を継続し、特に郡や村レベルで支援の必要性を調査し、支援提案をしていきます。

ラオス事業の今後

　2008 年 8 月にメコン河
及び支流で洪水が起き、ラ
オス国内でも約 20 万人が
被災、38 万ヘクタールの
田畑が冠水し灌漑施設の半
数が破壊されるなど多くの
被害が報告されました。ラ

オス外務省は異例の会議を開催し、国際機関及び NGO
に支援を要請しました。
　これを受け、エファジャパンでは現在支援を行なって

いる県の内、被害のあったカムワン県とルアンパバン県
へ緊急に 2,000 ドルの支援を行ないました。住民への
米配布や、洪水の為教室増築が不可能となった小学校に
建設材料の支援などを実施し
ました。また、人・家畜の病
気の蔓延を防ぐための啓蒙教
育や対策が必要となるため、
CCC 職員に研修を行ない、
CCC を拠点とした啓蒙活動
を実施しました。

メコン河洪水被災者支援

その他の活動
■MOU( 覚書 ) 締結
　2008 年 10 月にラオス情報文化省と覚書を交わしま
した。この覚書はラオスで活動を実施する約束を政府と
取り交わすものです。覚書を締結することで、公的資金

（外務省の補助金など）を受ける資格が得られることや、
事業実施にあたりラオス政府の協力を得やすくなり、今
後支援の実施や充実がより円滑に行なえることが期待さ
れます。
　支援内容はヴィエンチャン市立図書館（2009 年 12
月まで）、地方子どもセンター支援（ルアンパバン県
CCC 支援：2008 年 12 月まで、シェンクワン・カム
ワン県 CCC 支援・2010 年 12 月まで）です。

■少数民族学校への支援
　自治労大分県本部の有志のご支援で、2009 年 1 月に
カムワン少数民族学校にポンプを 2 台寄贈することが
出来ました。
　この学校では、県内の特に僻地から集まった少数民族
の子ども達が約 360 名、小学校から高校まで全寮制で

学んでいます。給水・衛生設備が貧弱なため、子ども達
の生活の場であるにも関わらず、トイレは女子用８部屋
のみ、シャワーは小学校低学年用の集団水浴び場がある
だけで、高学年以降の男女は近くの川まで水浴びに行っ
ていました。ポンプを設置したことで、子ども達は水浴
びや菜園への水やりも毎日できるようになったと喜んで
います。
　また、寄贈時に CCC の子ども達が少数民族学校で子
ども達の為の活動を実施し、普段 CCC のような活動に
参加することのない少数民族学校の子ども達には大変有
意義な活動となりました。

■コミュニティ図書館
　南部サバナケート県アサ
ポン郡で、国立図書館の支
援要請を受けて、11 月に
コミュニティ図書館を作り
ました（支援者：三上愛様）。
郡唯一の図書館は中高校に
併設され、村全体で使用さ
れることになっています。
2009 年 1 月に蔵書の追加
支援とモニタリングを実施
しました。
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国内事業　
■自治労神奈川県本部学習会（12/19・横浜）
　12 月 19 日に甲斐田万智子さん（国際子ども権利セ
ンター代表理事）を講師に招き、学習会「子どもの性的
搾取の世界の流れ〜ブラジル会議参加報告〜」を自治労
神奈川県本部で行ないました。当日は約 30 名の方にご
参加いただきました。
　甲斐田さんからは、子ども買春や子どもポルノ、人身
売買など、子どもの性的搾取の現状についてカンボジ
アの事例をもとにお話いただいたあと、2008 年 11 月

末にブラジルのリオ
デジャネイロで開催
された子どもの性的
搾取に反対する世界
会議（ブラジル会議）
の報告や、私たちに
出来ることなどをお
話いただきました。

　日本でも映画『闇の子どもたち』が話題になるなど、
子どもの性的搾取の問題への関心が高まっていることも
あり、参加者が熱心に耳を傾けているのが印象的でした。

■理事長イーデス・ハンソン講演会
（5/13長野、6/14熊本、11/8佐賀他）
　理事長イーデス・ハンソンの講演
会が各地で行われ、ベトナム・ラオ
ス・カンボジアの子どもたちの状況
やエファジャパンの取り組みについ
て講演しました。

■その他2008年度に参加した主なイベント
・メーデー中央大会（4/26・東京）
・NTT 労組児童労働撲滅キャンペーンイベント
　（5/17・名古屋、5/31・横浜）
・自治労第 80 回定期大会（8/28 〜 29・千葉）
・グローバルフェスタ JAPAN2008（10/4 〜 5・東京）
・東京海上日動火災保険チャリティブックフェア＆
　NPO/NGO フェア（1/21 〜 22・東京）　他

■広報誌「えんぱわ」
　エファジャパン会員他、関係者・団体、全国地域国際
化協会、全国ボランティアセンター等へ配布しています。
発行：季刊、8,000 部

　【特集記事】
第 9 号「対談：甲斐田万智子×イーデス・ハンソン」
第10号「ラオスにも　児童館があるのしってますか？」
第11号「子ども達をサポートするために学ぶ」（ベトナム）
第12号「カンボジアを支える未来の先生たち」

■ホームページ（http://www.efa-japan.org/)
  最新情報やスタッフ日記などエファジャパンの活動を
お知らせしています。ホームページの他、JANIC Web
サイトの「NGO サポート募金」、Yahoo ！インターネッ
ト募金、Web サイト「イーココロ！」でのインターネッ
ト募金等も継続中。

■エファ通信（メールマガジン）
　原則月１回配信。エファジャパン会員他ご希望の方に
エファの活動報告、最新情報をお知らせしています。バッ
クナンバーは HP でもご覧になれます。

■自治労通信での連載・広告掲載
　自治労中央本部のご協力により、機関誌「自治労通信」
に記事連載と広告を掲載していただいています。

■文房具の収集・寄付
　自治労三重県本部が文房具の収集に取り組み、エファ
ジャパンへ大量に寄付していただきました。順次支援地
の子ども達に届けています。

■書き損じハガキ・未使用切手の収集
　多くのご協力をいただき、281,619 円（切手への交
換手数料差引後）分集まりました。このうち一部を現金
化し、121,000 円の収入となりました。

■エファボラ（エファボランティアデー）
　事務局ボランティアを一般募集し、毎月最終木曜に活
動しています。ボランティア内容は、広報誌の発送作業
やエファグッズの在庫確認など。毎月平均 6 人前後の
方にご参加いただいています。

■イベントボランティア
　4 月のメーデー、10 月のグローバルフェスタをお手
伝いいただきました。イベントは土日・祝日に行われる
ため高校生から社会人まで幅広い年齢の参加があり、イ
ベント運営のボランティアだけでなく、家族・友人をイ
ベントに誘うなど様々な形で応援していただきました。

イベント・集会等

広報

その他
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緊急・人道支援

ビルマ（ミャンマー）サイクロン被災者支援事業
　2008 年５月にビルマ（ミャンマー）のイラワジデル
タを襲ったサイクロンの被災者は 240 万人以上、死者・
行方不明者 13 万８千人超、負傷者２万人弱といわれて
います。
　エファジャパンは、被災者救援のパートナーとして、長 
年現地で開発事業を行なっている日本のＮＧＯブリッ
ジ・エーシア・ジャパン（ＢＡＪ）を選び、自治労関係
者からの救援カンパ金を託しました。

■ 緊急援助・復興支援（前期）（支援金額：10,398,313 円）
１）物資の配給
　　被災直後から、飲料水、食料、ろうそく、石けん、
　ビニールシート、衣類などを被災者に配りました。
２）モバイルワークショップ（移動修理所）
　　被災地の住民は、稲作を中心とする農業や漁業に従
　事しています。今回のサイクロンでは、 多くの耕耘機
　や揚水ポンプ用のエンジン、ボートのエンジンが高潮
　のため水に浸かり使用できなくなりました。技術を持
　ったＢＡＪのスタッフが被災した村々を移動しながら、
　合計 335 台のエンジンを修理しました。
３）学校再建
　　モールミャインジュン地区で、サイクロンの被害を
　受けた学校は 258 校、そのうち 146 校が全壊しまし
　た。新築、修復、トイレの再建、机・イスの支給を行
　ないました。

■ 復興支援（後期）（支援金額：20,693,173 円）
１）小学校再建（新築）
　　モールミャインジュン地区のチェッシャー村とミャ
　ッターウトー村で、小学校を１校ずつ新築しました。
　チェッシャー村は、海に近く高潮の被害を受けたため、
　避難所としても使える２階建ての校舎を建設しました。
２）小学校修復

　　モールミャインジュン地区のチュエチャウンイェー
　チョウ村とカザンチャウン村で、小学校を１校ずつ修
　復しました。
３）モバイルワークショップ
　　遠隔地で水に浸かり使用できなくなった農業用・漁
　業用エンジン 148 台を修理しました。現場のメンテ
　ナンス技術を向上させるため、機械類の修理に関心が
　ある地元の青年をアシスタントとして雇用し、技術指
　導を行ないました。

中国・四川地震被災者支援事業
　2008 年 5 月 12 日に中国四川省で発生した大地震
は、死者 69,227 人、行方不明者 17,923 人以上とい
う大きな被害をもたらしました。サイクロン被災者支援
と同時に四川地震に対する募金を呼びかけ、多くのご協
力により 12,423,002 円を日本赤十字社へ資金提供し
ました。
　日本赤十字社は国際赤十字の一員として、テントの供
与を始めとする緊急救援事業（8 億 7900 万円）を実
施し、その後住宅、学校、保健施設の再建を中心とする
復興支援事業（41 億 6100 万円）を行なっています。

（2009 年 1 月末現在）

自然災害募金支援報告

自然災害募金によるビルマ、中国支援事業

　2008 年末に始まったイスラエルのパレスチナ自治区
ガザへの軍事攻撃によって、1,400 人以上の死者、5,000
人を超える負傷者が出ました。死傷者の多くは、非戦闘
員、特に子どもと大人の女性でした。
　エファジャパンは、ガザ住民支援のため 21 万円

を日本国際ボランティアセンター（JVC) に託しまし
た。JVC は、PMRS（Palestinian Medical Relief 
Society:：パレスチナ医療救援協会）を通じて、ガザ地
区の緊急医療支援を行ないました。

パレスチナ自治区ガザ支援事業

　エファジャパンでは、自然災害や紛争が起きた際緊急人道支援を行います。2008 年度は、ビルマ（ミャンマー）サ
イクロン被災者支援と中国・四川地震被災者支援、およびパレスチナ自治区ガザ支援を実施しました。

ビルマ・サイクロン被災者支援

緊急援助・復興支援（前期）

復興支援（後期）

合計

中国・四川地震被災者支援 12,423,002　円

43,514,488　円

31,091,486　円

10,398,313　円

20,693,173　円

内
訳
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エファグッズ　開発・販売　
◆エファグッズとは◆

　エファグッズは、「ベトナム子どもの家」で実施して
いる職業訓練教室で製作されています。現在「ベトナム
子どもの家」では縫製、刺繍、理容の３つの職業訓練教
室があり、保護されている 10 名前後の子どもだけでな
く近隣に住む貧困層の子ども達にも開かれているため、
多くの子ども達が参加しています。
　３つの教室のうち縫製と刺繍を習っている子ども達が
このエファグッズを作っています。エファジャパンが「ベ
トナム子どもの家」からグッズを買い取ることで、材料
費・運搬費・事務費を除く一部が製作に関わった子ども

への報酬に、残りが「子どもの家」運営基金に組み入れ
られる仕組みになっています（割合は商品によって異な
りますが、例えば 400 円の巾着の場合、材料費・運搬
費等が 250 円、縫製・刺繍・アイロン等製作に関わっ
た子どもへ 100 円、運営基金に 50 円、という具合です）。
　子ども達にとっては大人が見守る安全な場所で（お小
遣い程度ですが）多少の収入を得ることができる機会で
あり、「子どもの家」にとっては自立運営に向けた取り
組みにもなっています。

◆商品開発について◆
　エファグッズについては様々な機会で宣伝をさせてい
ただいたことから、記念品としての注文も例年通りいた
だくことができました。しかし、子どもの作業であるこ
とや輸送の関係により大量の注文に関しては期間をいた
だいているため、急な注文に対応できないことからお断
りせざるを得ないこともあります。本年も物価上昇によ
り仕入れ価格が一部値上がりしたことと大きな注文の伸
びが無かったことから売上額は昨年に比べて下がりまし
たが、輸送方法を工夫し経費を減らしました。自治労布
袋については追加の注文を多くいただき、結果として昨
年より売上を伸ばすことができました。
　子ども達の技術は年々向上しており、上手な生徒が先
生に代わって指導できるまでになっています。10 年以
上も子どもの家に通って自治労布袋やエファグッズの製
作をしている生徒の中には、子どもの家以外からも洋服
の直しや縫製の注文を得ることができるようになり、多

い時には月に 100 ドル以上の収入を得、自立した生活
を可能にしています。また、エファジャパンの商品開発
事業は子どもたちだけでなく子どもの家の運営にも大き
く貢献しており、子どもの家では売上の一部から毎年多
くの積み立てをしその積立金を運営資金などに活用して
います。このように、エファジャパンの商品開発事業は
子どもたちの収入や就職および子どもの家の運営に大き
く関わっていることから、今後も価格やデザインの見直
しをしながら、良い形で進めていきたいと考えています。

◆カタログ・ホームページ◆
　エファグッズはホームページ上で全ての商品を紹介し
ているほか、カタログを制作し会員その他支援者・関係
者のみなさまへ配布しています。2008 年度のカタログ
は、これまでの 16 ページある冊子からＡ４版４つ折の
薄くて軽いものに変更し、その分印刷部数を 1,000 部
から 8,000 部に変更しました。１部あたりの印刷費用
や郵送の料金も安くなり、また、カタログ自体の在庫も

大幅に増えたため、イベント等での配
布や支援者・関係者のみなさまからの
ご請求にも十分お応えできるようにな
りました。

【収支】
収入　　　エファグッズ　1,415,664　　　支出　　　仕入れ、輸送経費、雑費等　4,221,133
　　　　　自治労布袋　　3,518,550
収入合計　　　　　　　　4,934,214　　　支出合計　　　　　　　　　　　　　　4,221,133
　　　　　　　　　　　　　　　　利益　713,081
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